
 従業員の意見

職場への効果
・お互いに家庭の事情を理解して働くことができる気運が高まりました。
・私的なイベントが会社の業務を阻害するものではないという認識が共有されてい
るため、個人的な事情について社員が互いに寛容な気持ちを持っています。

会社の姿勢や方針について評価できる点
・入社前にまず「どのような働き方ができるか」を確認してもらい、それを前提に待
遇・報酬・勤務時間の摺り合わせができたので、無理のない身の丈に合った働き
方が実現できます。
・ライフステージに応じた勤務形態が取れる会社の制度により、定年再雇用の高齢
者にも充実した勤務環境が提供されており、ありがたく感じています。

生活や働き方への影響
・仕事を効率良くするよう、常に心がけるようになりました。
・家庭を犠牲にすることなく、集中して仕事を遂行し、責任を全うできる環境になり
ました。
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会社概要

株式会社日本レーザー

認定部門 多様な勤務形態導入部門

 取組内容
希望に応じた多様な雇用形態
・育児・介護のための短時間勤務制度に加えて、自己の病気療養のための短時間勤
務制度を就業規則化しています。
・パートタイマーからフルタイム（１日７時間勤務）の嘱託社員への転換制度を設け
ています。
・パートタイマーはライフスタイルに応じて柔軟に勤務時間を設定できます。
・週２回の出社以外は自宅での業務が可能な在宅勤務制度を設けています。
・60歳での定年再雇用制度、65歳での再々雇用制度があるため、70歳まで働くこと
が可能です。

女性のライフスタイルに応じた働き方の実現
・育児中の女性も営業職が務まるように、男性営業職とのダブルアサイメントシステ
ムを実施しています。
・社員の１/３が女性であり、女性の１/３が管理職として活躍しています。

毎年の就業規則改定
・社員の状況に合わせて毎年就業規則を改定し、社員の成長と雇用の安定を目指し
ています。

 実現のポイント
社長・役員のイニシアティブ
・社長の強力な推進力で新たな制度を導入しています。

公正な評価制度
・多様な社員を公正に評価するため、社員の評価は能力・業績・理念（成長志向）に
基づいて、年３回全役員で見直しており、成果の配分・努力に見合う評価をしてい
ます。
・本人の希望により派遣社員として働いていても、能力が高ければ管理職に抜擢し
ています。

社員からの意見の収集
・社員は「今週の気づき」というレポートを毎週作成し、経営者にメールで送信する
ため、いつでも経営者に意見・感想等を伝えることができます。
・社内報には社員からの投稿を掲載しており、情報共有を行っています。

社員教育の実施
・社員教育のため社長が講師となって毎週行っている「社長塾」の他、社外のコン
サルタントによる通年教育や合宿教育に多くの予算をかけ、社員の成長が会社の
成長という理念のもと、社員の成長をサポートしています。

 事業内容

・レーザー機器輸入販売
　レーザー専門商社の草分けである日本レーザーは、世界のトップメーカーを始め
としたレーザー機器の輸出入や最先端理化学レーザーから汎用性の高いレーザー装
置にいたる幅広い提案の実績を生かし、他社に先駆けて「グローバル・コミュニケー
ション」を確立、クオリティーの高い製品の提供を実現しました。商社でありながら
より高度なニーズに応えるため、企画・設計・開発を担当する技術部門の充実に力
を注ぎ、応用分野における技術提案とともに海外製品を安心して導入できるトータ
ルな事業展開を推進しています。

 目的・理念

「Chance and Challenge！/As employees grow, the company grows.」
・人を大切にするダイバーシティー経営を実践し、業績の改善を目指します。
・国籍、性別、学歴等による差別のない処遇制度と人事運用を基本に、生涯雇用を
実現する「進化した日本的経営」を目指します。
・働くことで得られる喜びを提供するのが企業の使命と定義し、従業員に成長への
機会と支援を与えます。
・全ての問題は自分自身、自社の内部にあるとの認識で自助努力をします。


